
平成19年2月13日
独立行政法人海洋研究開発機構

1．開催日時：

2．開催場所：

3．プログラム：別紙-2をご参照ください。

4．ホームページ：

　
別紙-1

ブルーアース’07の開催について

海洋研究開発機構（理事長　加藤康宏）は、「ブルーアース’07」として、「しんかいシンポジウム」「みら
いシンポジウム」の２つのシンポジウムを合同で開催いたします。

「しんかいシンポジウム」では、有人潜水調査船「しんかい6500」や無人探査機等を活用して得られた深海
域の研究分野における成果を発表いたします。また、「みらいシンポジウム」では、海洋地球研究船「みらい」
を活用して得られた地球温暖化など地球規模の気候変動観測の研究分野における成果発表を行います。

これら研究成果発表のほか、若手研究者による「海洋研究の将来ビジョン」と題した総合討論や、ノンフィク
ション作家の山根一眞氏による特別講演も予定しております。今回のシンポジウムが、今後の海洋・地球研究に
資することを期待しております。

記

平成19年3月8日（木）9:20〜18:00（9:00開場）
平成19年3月9日（金）9:20〜18:00（9:00開場）

パシフィコ横浜　会議センター5階（別紙-1をご参照ください。）
＊入場無料、事前お申し込みの必要はありません。

特別講演、総合討論については別紙-3をご参照ください。
https://www.jamstec.go.jp/j/　において、各成果発表の概略が閲覧できます。

https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/archive/2007/20070213/program.pdf
https://www.jamstec.go.jp/j/


　
別紙-3

みなとみらい線みなとみらい駅下車　徒歩3分
JR及び横浜市営地下鉄桜木町駅下車　徒歩12分

JR桜木町駅前横浜市営バス㈰番乗り場より　乗車約7分

＜特別講演についてのご案内＞

講演者：山根一眞(やまねかずま)　ノンフィクション作家
「有人潜水船による深海調査の成果と展望｣
日時：平成19年3月9日（金）17：30〜17：55
場所：パシフィコ横浜　会議センター5階　小ホール

宇宙航空研究開発機構嘱託、中央教育審議会専門委員（文部科学省）、宇宙開発
委員会（文部科学省）特別委員などを歴任。

現在執筆中である、日本のモノづくりの底力を解き明かす「メタルカラーの時
代」（『週刊ポスト』連載）では、有人潜水調査船「しんかい6500」も取り上げ
られた（2000年9月 15日号）。



本講演では、同日に開催される特別ワークショップでの議論をもとに「有人潜水
船による深海調査の成果と展望」と題し、深海調査の重要性と今後の深海調査シス
テムについて講演する。

＜総合討論についてのご案内＞

「海洋研究の将来ビジョン」
日時：平成19年3月8日（木）15：50〜17：50
場所：パシフィコ横浜　会議センター5階　小ホール

「海洋研究の将来ビジョン」と題し、深海調査研究と海洋観測研究における課題
や方向性について討論し、今後の中長期的な研究計画の策定に役立てる。

進行役に深海調査研究計画委員長の小川勇二郎氏（筑波大学大学院生命環境科学
研究科教授）と「みらい」運用検討委員長　半田暢彦(のぶひこ)氏（名古屋大学名
誉教授）のお二人を迎え、当機構の若手研究員５名（生物圏、地圏、熱循環、物質
循環、技術研究開発）をパネリストとして実施の予定。

お問い合わせ先：
（本シンポジウムについて）

海洋工学センター 研究船運航部
計画推進グループリーダー 渡邊　正之 電話：046-867-9192

（報道について）
経営企画室 報道室長 大嶋　真司 電話：046-867-9193


